
発　 行 千葉県長生郡一宮町
編　 集 一宮町役場まちづくり推進課
電　 話 0475（42）2111（代）
人　 口 12,428 人（＋28人）
男 6,122 人（＋21人）
女 6,306 人（＋ 7 人）

世帯数 5,150世帯（＋23世帯）
面　 積 22.97 k ㎡
※平成 28年 11月 1日現在

（　）内は前月比
ホームページ
http://www.town.ichinomiya.chiba.jp

平成28年11 月号

10 月 31 日のハロウィンをお祝いするイベ
ントが開催され、子どもたちが魔法使いやお
ばけなどかわいい仮装をしてパレードに参加
しました。

138子育てネットワーク

特定非営利活動法人放課後クラブすっぱぁ

一宮町子ども会育成会

ハッピーハロウィン
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広報 23 Ichinomiya

平成29年４月から、公立保育所がギュッと集まって、
原保育所がさらに魅力アップ！
皆さんのご意見をうかがい利用しやすい保育所に変身します。
公立保育所の魅力と変更内容についてお伝えします。

平成29年４月から、公立保育所がギュッと集まって、
原保育所がさらに魅力アップ！
皆さんのご意見をうかがい利用しやすい保育所に変身します。
公立保育所の魅力と変更内容についてお伝えします。

地曳網、ビーチクリーン、貝がらひろい、流木アート。海の
近くは楽しい遊びがいっぱい！一宮町の海となかよく育って
いきます。

お庭の畑で子どもたちが育てた新鮮な野菜でお料理のお
手伝い。みんなのおやつや給食になります。毎日の食体験
で自然と食育を身に付けていきます。

広いお庭で自由にかけまわったり、ジャングルジムにすべり
台、ぶらんこ、登り棒、鉄棒、車の乗り物、砂場、小さな木のお
家でのおままごと、草むらのバッタやカエル達！旬の野菜を栽
培する畑もあります。保育所のお庭は楽しい「はらっぱ」です。

保育所職員とボランティアさんによる茶道体験で、日本の
伝統を学び、礼儀作法を身に付けます。

　「も
っ
か
い
　も
っ
か
い
！
」

　ち
い
さ
な
子
ど
も
の
か
わ
い
い
声
で
す
。

〜
も
う
一
回
よ
ん
で
！
〜
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
の
お

願
い
に
、私
た
ち
保
育
士
は
う
れ
し
さ
で
胸
が
いっ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　幼
児
期
の
絵
本
は
心
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。公
立
保
育
所
は
絵
本
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　絵
本
は
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

　現
実
の
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
様
々
な
感

情
を
感
じ
と
っ
た
り
、感
動
体
験・想
像
を
め
ぐ

ら
せ
楽
し
む
な
ど
豊
か
な
感
性
が
培
わ
れ
て
い

き
ま
す
。

　本
の
好
き
な
子
ど
も
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
想
い
も
こ
め
て
、こ
れ
か
ら
も
良
い
絵
本
を

た
く
さ
ん
子
ど
も
た
ち
に
読
み
続
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

公
立
保
育
所

　岡
澤
所
長
よ
り

平
日
も
土
曜
日
も
午
前
７
時
〜
午
後
7
時
ま
で
開
所
し
ま
す
。

❶
開
所
時
間
の
拡
大

産
休
明
け
保
育
も
対
応
し
ま
す
。

❷
受
入
年
齢
の
引
き
下
げ

平
日
の
主
食
の
持
参
が
な
く
な
り
ま
す
。

❹
平
日
の
主
食
の
提
供

経
験
豊
富
な
保
育
士
と
看
護
師
、管
理
栄
養
士
が

お
子
さ
ま一人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
保
育
を
行
い
ま
す
。

29年4月 公立保育所は
さらに利用しやすくスタートします！！

❺
安
心
の
保
育
体
制

『
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
！
』

「
食
べ
る
っ
て
楽
し
い
な
、美
味
し
い
な
」と

毎
日
感
じ
ら
れ
る
食
育・給
食
を
行
い
ま
す
。

「
大
切
に
」、「
向
き
合
う
」、

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
」、

「
居
心
地
の
よ
い
環
境
」そ
ん
な
保
育
所
に
し
ま
す
。

開
催
日
、内
容
と
も
に
充
実
し
ま
す
。

❸
親
子
教
室「
ひ
よ
こ
組
」の
充
実

　原保育所玄関ホールの『はらっぱ文庫』
は、保育所としては全国初の「図書消毒
機」を設置し、そして公立保育所が1つとなる
ことで、全国有数の蔵書数（約5,000冊）と
なります。他にも、絵本「チリとチリリ」をモチー
フとした世界に1つしかない、オリジナル壁紙
や国産栗の木を使ったオリジナルデザイン
家具があります。
　低年齢のお子さまでも安心して絵本を楽
しみ、借りていける環境を整えました。毎月
テーマ毎のおすすめの絵本を紹介しています。
　保育所での毎日の読み聞かせや、絵本
とのふれあいの他にも、在所児ご家庭への
貸出も行っています。

はらっぱ文庫

問合せ　一宮保育所（42）3211
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広報 45 Ichinomiya

※（　）内は対前年度※（　）内は対前年度

町税
　13億6,349万円、27.5％
　（2,180万円減、1.6％減）

町税
　13億6,349万円、27.5％
　（2,180万円減、1.6％減）

地方交付税
　12億4,314万円、25.1％
　（3,781万円増、3.1％増）

地方交付税
　12億4,314万円、25.1％
　（3,781万円増、3.1％増）

県支出金
　6億1,975万円、12.5％
　（2億5,600万円増、70.4％増）

県支出金
　6億1,975万円、12.5％
　（2億5,600万円増、70.4％増）

国庫支出金
　4億4,880万円、9.1％
　（9,780万円増、27.9％増）

国庫支出金
　4億4,880万円、9.1％
　（9,780万円増、27.9％増）

繰入金
　2億8,798万円、6.3％
　（2億7,011万円減、48.4％減）

繰入金
　2億8,798万円、6.3％
　（2億7,011万円減、48.4％減）

繰越金
　2億9,580万円、6.0％
　（6,541万円増、28.4％増）

繰越金
　2億9,580万円、6.0％
　（6,541万円増、28.4％増）

町債
　2億3,680万円、4.8％
　（390万円減、1.6％減）

町債
　2億3,680万円、4.8％
　（390万円減、1.6％減）

地方消費税交付金
　1億9,929万円、4.0％
　（7,919万円増、65.9％増）

地方消費税交付金
　1億9,929万円、4.0％
　（7,919万円増、65.9％増）

分担金及び負担金
　1億702万円、2.2％
　（86万円減、0.8％減）

分担金及び負担金
　1億702万円、2.2％
　（86万円減、0.8％減）

その他　4億3,866万円、8.8％その他　4億3,866万円、8.8％

※（　）内は対前年度※（　）内は対前年度

民生費
　12億1,258万円、25.7.％
　（687万円増、0.6％増）

民生費
　12億1,258万円、25.7.％
　（687万円増、0.6％増）

総務費
　10億6,135万円、22.5％
　（1億8,436万円増、21.0％増）

総務費
　10億6,135万円、22.5％
　（1億8,436万円増、21.0％増）

衛生費
　3億8,307万円、8.1％
　（4,166万円減、9.8％減）

衛生費
　3億8,307万円、8.1％
　（4,166万円減、9.8％減）

公債費
　3億5,652万円、7.6％
　（1,421万円減、3.8％減）

公債費
　3億5,652万円、7.6％
　（1,421万円減、3.8％減）

諸支出金
　3億8,131万円、8.1％
　（1,634万円増、4.5％増）

諸支出金
　3億8,131万円、8.1％
　（1,634万円増、4.5％増）

農林水産業費
　4億5,433万円、9.6％
　（3億4,850万円増、329.3％増）

農林水産業費
　4億5,433万円、9.6％
　（3億4,850万円増、329.3％増）

教育費
　3億76万円、6.4％
　（480万円増、1.6％増）

教育費
　3億76万円、6.4％
　（480万円増、1.6％増）

消防費
　1億9,730万円、4.2％
　（139万円増、0.7％増）

消防費
　1億9,730万円、4.2％
　（139万円増、0.7％増）

その他　3億6,959万円、7.8％その他　3億6,959万円、7.8％

■特別会計の状況

会　計　名 歳入決算額
歳出決算額

対前年度
増減率 歳入歳出差引

国民健康保険事業
１８億９，２６３万円 20.9％増

８，４４３万円
１８億　　８２０万円 22.3％増

介 護 保 険
１０億５，４０２万円 2.0％増

１，８９４万円
１０億３，５０８万円 3.3％増

後 期 高 齢 者 医 療
１億２，１７１万円 1.4％増

６万円
１億２，１６５万円 1.6％増

農業集落排水事業
１億　　５９０万円 0.7％増

４７８万円
１億　　１１２万円 1.7％減

合 　 　 計
３１億７，４２６万円 12.4％増

１億　８２１万円
３０億６，６０５万円 13.4％増

一般会計歳入総額　49億5,275万円
（対前年度　3億5,614万円増、7.7％増）

一般会計歳出総額　47億1,681万円
（対前年度　4億1,600万円増、9.7％増）

平
成
27
年
度
の

歳
入
歳
出
決
算
を
公
表
し
ま
す
！

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
れ
だ
け
町
に
入

り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

◎
主
な
歳
入
の
概
要

町の借入金
37億375万円

（１人当たり 29 万 8,281 円）

町民１人当たり
が納めた税金

10万9,808円
（対前年度 1,559円減）

町民１人当たり
に使われたお金

37万9,867円
（対前年度 3万4,115円増）

町の財産
貯金	 18億473万円

（１人当たり 14万5,343円）
土地	89万8,179㎡
建物	 2万7,029㎡

※�１人当たりの算出には
平成 28 年 3 月 31 日現
在の人口を使用してい
ます。　（1万2,417人）

◎
主
な
歳
出
の
概
要

■
一
般
会
計
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
貯
金
の
推
移0

 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度

2
4
6
8
10
12

（単位：億円）

6.76.7 7.27.2
8.58.5 8.98.9

10.410.4 10.210.2 10.610.6

6.96.9

9.19.1
11.811.8

6.96.9 6.36.3
そ
の
他
の
基
金

そ
の
他
の
基
金

財
政
調
整
基
金

財
政
調
整
基
金

■主な建設事業
□強い農業づくり交付金事業
　�農業の若手後継者グループによる最先端技術を導入
したトマト栽培施設(低コスト耐候性ハウス)５棟の
新築事業に対し補助を行いました。(2億5,149万円)
□認定子ども園整備事業(東浪見地区)
　�民営民設として本年４月より開園した東浪見こ
ども園の建設事業に対し、施設整備費の補助を
行いました。(1億1,205万円)
□天道跨線橋通り改良事業（町道１－７号線）
　�交通量が多く、歩道もなく大変危険である町道1-7
号線道路改良事業を引き続き実施しています。
　※事業完了は34年度となります。(2,802万円)
□東浪見小学校グラウンド緑化事業
　�砂地で降雨後は水はけが非常に悪く利用困難な
状況であったグラウンドを全面的に芝生化し使
用環境の改善を図りました。　(428万円)

最
終
予
算
額
49
億
８
６
４
８
万
円
に
対

し
、
歳
入
総
額
は
49
億
５
２
７
５
万
円
、

歳
出
総
額
は
47
億
１
６
８
１
万
円
に
な

り
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
引
い

た
額
は
２
億
３
５
９
４
万
円
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
事
業
の
財
源
１
３
７
７
万
円
を
差

引
い
た
実
質
収
支
額
は
２
億
２
２
１
７
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
貯
金
は
、
保
育
所
整
備

事
業
な
ど
に
伴
う
基
金
取
崩
し
に
よ
り
、

合
計
９
４
４
３
万
円
を
取
崩
し
ま
し
た

が
、
財
政
調
整
基
金
や
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附)

を
中
心

に
２
億
９
１
０
０
万
円
の
積
立
て
を
し

ま
し
た
の
で
、
総
額
１
億
９
６
５
７
万

円
の
増
額
と
な
り
、
年
度
末
残
高
で

18
億
４
７
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
約
30
％
を
占
め
る
町
税
は
、
景

気
の
変
動
や
税
制
改
正
な
ど
に
よ
り
、
法

人
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
目
が

減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
経
費
「
人
口
減

少
特
別
対
策
費
」
が
新
た
に
算
定
項
目
と

し
て
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
加
し
ま

し
た
。

県
支
出
金
は
役
場
下
に
建
設
し
た
ト
マ

ト
栽
培
施
設
に
伴
う
「
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
」
や
東
浪
見
こ
ど
も
園
の
建
設
補

助
金
が
要
因
と
な
り
増
加
し
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
社
会
保
障
経
費
の
増
加
に

加
え
、
東
浪
見
地
区
認
定
子
ど
も
園
の
施

設
整
備
補
助
な
ど
が
要
因
と
な
り
増
加
し

ま
し
た
。

総
務
費
は
、
平
成
28
年
度
決
算
か
ら
財

務
諸
表
の
作
成
と
公
表
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
そ
の
基
礎
資
料
と
な
る
固
定
資
産
台

帳
な
ど
の
整
備
費
用
や
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
立
て
な
ど
が
要
因
と
な
り
増
加
し
ま

し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
役
場
下
に
新
築
し

た
ト
マ
ト
栽
培
施
設
の
事
業
費
補
助
や
国

営
両
総
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
町
負
担
金

が
要
因
と
な
り
増
加
し
ま
し
た
。

衛
生
費
は
、
公
立
長
生
病
院
に
対
す
る

町
負
担
金
や
健
康
増
進
事
業
に
係
る
事
務

委
託
費
の
一
部
見
直
し
な
ど
が
要
因
と
な

り
減
少
し
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
な
ど
地
方
創
生
事
業
関
連
の

補
助
金
な
ど
が
要
因
と
な
り
増
加
し
ま
し

た
。地

方
消
費
税
交
付
金
は
、
交
付
金
の
財

源
が
増
税
後
の
８
％
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
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広報 67 Ichinomiya

平成28年度上半期の財政状況（４月１日～９月30日）
一般会計予算額　44億9,029万円（収納率 53.1%　執行率 43.7%）

平成 28 年度の一般会計予算は、42 億 3,000 万円でスタートしましたが、９月末現在において、
情勢の変化などに伴う４回の補正と前年度からの繰越予算を加え、44億 9,029 万円となっています。
今回は、皆さんに 28年度上半期の予算執行状況をお知らせします。

※上段：予算現額、下段：収入済額・支出済額、（　　）内：収納率・執行率を表す。
※予算現額には、平成 27年度からの繰越額（1,377 万円）を含む。

 予算現額　44億9,029万円
 収入済額　23億8,301万円（53.1％）

歳入 予算現額　44億9,029万円
支出済額　19億6,329万円（43.7％）

歳出

町　税

総務費地方交付税

民生費

繰入金

繰越金

衛生費

町　債

公債費

国庫支出金

消防費

教育費

地方消費税
交付金

県支出金 諸支出金

土木費

その他 その他

13億5,413万円
 8億5,333万円
    （63.0％）

 14億　591万円
  5億7,574万円
     （41.0％）

10億5,000万円
 8億3,587万円
    （79.6％）

8億5,920万円
4億1,670万円
   （48.5％）

 5億5,585万円
 1億5,105万円
     (27.2％）

4億2,483万円
2億1,652万円
   （51.0％）

 5億　302万円
 　 3,038万円
     (6.0％）

4億　431万円
　 6,500万円
   （16.1％）

 2億  648万円
 　     0万円
     　（0％）

3億7,389万円
1億8,486万円
   （49.4％）

 1億8,630万円
    　　0万円
    　 （0％）

2億6,831万円
1億3,812万円
   （51.5％）

 1億7,000万円
 　 9,940万円
    （58.5％）

2億　276万円
1億　318万円
   （50.9％）

 1億1,295万円
 2億3,594万円
   （208.9％）

1億9,503万円
　 8,458万円
   （43.4％）

 3億5,156万円
 1億7,704万円
    （50.4％）

3億5,605万円
1億7,859万円
   （50.2％）

一般会計の状況

特別会計の状況

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収納率 支出済額 執行率
国民健康保険事業 １７億８，３００万円 ７億８，６０７万円 ４４．１％ ８億２，１４８万円 ４６．１％

介 護 保 険 １０億５，８３８万円 ４億４，９１７万円 ４２．４％ ４億 ６８４万円 ３８．４％

後期高齢者医療 １億３，５４３万円 ４，７１９万円 ３４．８％ ３，０１８万円 ２２．３％

農業集落排水事業 １億 ２８１万円 ４，７１４万円 ４５．９％ ５，２４２万円 ５１．０％

全ての指標で基準値をクリア
～町の健全化判断比率・資金不足比率（平成27年度決算）～

■
健
全
化
判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

　
　

普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
収
支

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
表
す
も
の
で
、
黒
字
の
場
合

は
数
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　

一
般
会
計
の
他
、
全
て
の
特
別

会
計
に
お
け
る
実
質
収
支
額
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
表

す
も
の
で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値

が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
公
債

費
や
債
務
負
担
行
為
償
還
額
の
他
、

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
や

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
と

い
っ
た
一
部
事
務
組
合
の
公
債
費

（
町
負
担
分
）
を
含
め
た
、
実
質
的

な
公
債
費
相
当
額
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

　
　

地
方
債
現
在
高
・
債
務
負
担
行

為
の
翌
年
度
以
降
支
出
予
定
額
・

一
部
事
務
組
合
な
ど
の
地
方
債
の

元
利
償
還
金
に
充
て
る
負
担
見
込

額
・
退
職
手
当
支
給
予
定
額
の
う

ち
一
般
会
計
な
ど
負
担
見
込
額
を

合
算
し
た
、
将
来
町
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
。

■
資
金
不
足
比
率

　
　

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
を
判

断
す
る
指
標
で
、
公
営
企
業
毎
の

資
金
不
足
額
が
事
業
規
模
に
対
し

て
、
ど
の
程
度
あ
る
か
を
示
す
も

の
で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、『
北
海
道
夕
張
市
の
財
政

破
綻
問
題
』
な
ど
を
教
訓
に
地
方
公
共
団

体
が
財
政
破
綻
に
陥
る
前
の
「
早
期
健
全

化
基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
を
定
め
、

早
期
に
財
政
状
況
の
是
正
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
全
て
の
比
率
が
基
準
値
を
ク

リ
ア
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
（
議
会
の
議

決
）
や
外
部
監
査
の
要
求
が
義
務
付
け
ら

れ
、
毎
年
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
再
生
計
画
の
策
定
（
議
会
の
議
決
・

総
務
大
臣
へ
の
協
議
）
や
外
部
監
査
の
要

求
が
義
務
付
け
ら
れ
、
国
な
ど
の
関
与
の

も
と
確
実
に
財
政
再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
地
方
債
発
行
の

制
限
や
財
政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
な
い

場
合
な
ど
は
、
予
算
の
変
更
を
勧
告
さ
れ

ま
す
。

◇�

財
政
再
生
基
準
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）

を
超
え
る
と
？

◇�

早
期
健
全
化
基
準
・
経
営
健
全
化

基
準
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
を
超

え
る
と
？

各
比
率
の
解
説

■健全化判断比率の状況 （単位：％）

健 全 化 判 断 比 率 平成27年度 平成26年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

① 実 質 赤 字 比 率 ― ― 15.00 20.00
② 連結実質赤字比率 ― ― 20.00 30.00
③ 実質公債費比率 7.1 8.1 25.0 35.0
④ 将 来 負 担 比 率 25.8 38.1 350.0

■資金不足比率の状況 （単位：％）

会 計 名 等 平成27年度 平成26年度 経営健全化基準
（イエローカード）

農業集落排水事業特別会計 ― ― 20.0

健全化判断比率の対象範囲は？
　対象会計などを図にすると次のようになります。

一
　
宮
　
町

普通会計 一　　般　　会　　計

公
営
事
業
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公営企業会計 農業集落排水事業特別会計

長 生 広 域 な ど の 一 部 事 務 組 合 ・ 広 域 連 合 な ど

地 方 公 社 ・ 第 三 セ ク タ ー な ど

実質赤字
比率

実質赤字
比率

資金不足
比率

資金不足
比率

将

　来

　負

　担

　比

　率

将

　来

　負

　担

　比

　率

連
結
実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実 

質 

公 

債 

費 

比 

率

実 

質 

公 

債 

費 

比 

率



一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム
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体育協会

▲ 延宝の津波供養塔（新熊集会所前）

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
の
文
化
財
④
」

延え
ん

宝ぽ
う

の
津
波
供
養
塔　

「
一
宮
町
の
文
化
財
」
第
４
回
は
「
延
宝

の
津
波
供
養
塔
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
九
十
九
里
沿
岸
は
度
々
津
波

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
に
も
多
く
の
資
料

や
そ
の
痕こ

ん

跡せ
き

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
今
回
紹
介
す
る
町
指
定
文
化
財
の
「
延

宝
の
津
波
供
養
塔
」
で
す
。

　

延
宝
５
年
（
１
６
７
７
）、
房
総
半
島
東

方
沖
付
近
で
Ｍ
８
と
も
推
定
さ
れ
る
大
地
震

が
発
生
、
東
北
か
ら
房
総
・
伊
豆
、
さ
ら
に

は
尾
張
（
現
愛
知
県
）
ま
で
、
津
波
に
襲
わ

れ
ま
し
た
。
東
浪
見
地
区
で
は

６
ｍ
も
の
津
波
が
押
し
寄
せ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
屋

は
流
さ
れ
、
田
畑
は
砂
浜
と
化

し
、
船
も
地
曳
網
も
残
さ
ず
流

さ
れ
、
復
旧
に
５
年
か
ら
15
年

を
費
や
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
供
養
塔
は
、
津
波
か

ら
17
年
が
経
っ
た
元げ

ん

禄ろ
く

７
年

【
問
合
せ
】　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

の
手
伝
い
を
す
る
様
子
を
見
て
「
兄
弟
愛
の

美
し
さ
」
に
打
た
れ
涙
を
流
し
、
他
の
人
か

ら
「
泣
く
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
」
と
批
判

さ
れ
た
と
い
う
話
が
『
今
鏡
』
に
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、当
時
の
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
、

恋
愛
は
、
最
重
要
の
関
心
事
の
ひ
と
つ
で
し

た
が
、「
女
性
に
振
ら
れ
て
泣
く
」
と
い
う

テ
ー
マ
は
和
歌
に
頻
繁
に
現
れ
、
名
作
と
い

わ
れ
る
も
の
も
枚
挙
に
暇
あ
り
ま
せ
ん
。
武

家
文
化
が
到
来
す
る
前
の
日
本
男
性
に
と
っ

て
、
泣
く
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

武
士
道
こ
そ
が
日
本
文
化
だ
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
が
、
実
は
武
士

の
文
化
だ
け
が
日
本
文
化
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
江
戸
初
期
に
書
か
れ
た
『
一
休
咄ば

な
し』

と

い
う
本
の
中
に
は
、
気
が
荒
い
武
家
に
対
し

て
、「
公
家
の
長
袖
」(

武
士
が
荒
々
し
く

腕
ま
く
り
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
公
家

は
長
袖
を
着
て
お
っ
と
り
し
て
い
る
と
い
う

意
味)

と
呼
ん
で
、
公
家
が
穏
や
か
な
性
格

で
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
朝
の
約

三
百
年
間
、
死
刑
に
処
さ
れ
た
も
の
は
一
人

も
な
い
そ
う
で
す
。
気
の
荒
い
武
家
文
化
で

は
な
く
、
こ
う
し
た
寛
容
を
旨
と
す
る
公
家

の
文
化
が
、
か
つ
て
日
本
文
化
の
主
流
だ
っ

た
時
期
が
あ
る
こ
と
も
、
私
た
ち
は
も
っ
と

意
識
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

私
は
日
本
の
古
典
文
学
を
読
む
の
が
好
き

な
の
で
す
が
、
面
白
い
と
思
う
の
は
、
平
安

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る

公
家
の
文
化
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
す
。
特
に
面

白
く
感
じ
る
の
は
、
当
時
の
貴
族
た
ち
に
、

「
音
楽
演
奏
の
名
手
で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ

る
人
の
多
い
こ
と
で
す
。『
源
氏
物
語
』
を

は
じ
め
多
く
の
物
語
や
日
記
に
よ
れ
ば
、
天

皇
を
は
じ
め
、
多
く
の
皇
族
・
貴
族
の
男
女

に
は
、
笛
・
笙し

ょ
う

・
琴こ

と

・
筝こ

と

・
琵び

わ琶
・
拍ひ

ょ
う
し子

・

唱し
ょ
う
が歌

な
ど
の
名
手
が
揃
っ
て
い
た
と
い
う
の

で
す
。
そ
し
て
例
え
ば
「
月
が
き
れ
い
だ
」

と
い
う
と
、
宮
中
か
ら
名
手
た
ち
に
使
い
が

出
さ
れ
、
呼
び
集
め
ら
れ
て
月
見
の
演
奏
会

が
開
か
れ
、
夜
明
け
ま
で
心
行
く
ま
で
合
奏

を
楽
し
ん
だ
、
と
い
う
記
述
が
よ
く
出
て
き

ま
す
。
諸
外
国
で
も
、
楽
人
に
演
奏
さ
せ
る

と
い
う
の
は
よ
く
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
権

力
の
中
枢
に
い
る
人
々
が
、
同
時
に
自
ら
演

奏
家
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
さ
ほ
ど
多
く
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
時
の
日
本
文

化
の
特
筆
す
べ
き
面
白
さ
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
当
時
の
男
性
が
「
よ
く
泣
い
て
い

た
こ
と
」
も
大
変
印
象
深
い
特
徴
で
す
。
平

安
時
代
後
期
の
公
家・藤ふ

じ
わ
ら
の
な
り
み
ち

原
成
通（
１
０
９
７

〜
１
１
６
２
）
と
い
う
人
は
よ
く
泣
く
人

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
例
え
ば
武
家
の
兄
が
弟 No.5

一宮町長
馬淵 昌也

（
１
６
９
４
）
に
犠
牲
者
の
供
養
の
た
め

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
表
に
は
観か

ん
の
ん音

菩ぼ
さ
つ
ぞ
う

薩
像
が
彫
ら
れ
、「
十
百
万
返　

成
就　

施
主　
一
四
三
人
内　
男
七
十
人　
女
七
三

人
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
東
浪
見
地
区
に

残
さ
れ
た
古
文
書
に
は
52
軒
の
家
が
流
さ

れ
、
男
女
子
ど
も
１
３
７
人
が
亡
く
な
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
字
に
誤
差
は
あ
り

ま
す
が
、
東
浪
見
地
区
だ
け
で
１
５
０
人
近

い
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
供
養
塔
は
犠
牲
者
へ
の
祈
り
だ
け
で

な
く
、
後
世
へ
の
教
訓
の
た
め
に
建
て
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
こ
の
教
訓
を
、

ま
た
次
の
世
代
へ
、
伝
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

出
来
事

出
来
事

Event Report
Event Report

出
来
事

出
来
事

Event Report
Event Report

広報 1011 Ichinomiya

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

■ 

問
合
せ
・
申
込
み　
教
育
課　
☎
�
４
５
７
４　

5
�
１
４
２
４

■ 

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

■ 

問
合
せ
・
申
込
み　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
０
５
５

介
護
認
定
調
査
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

一
宮
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ  

平
成
29
年
度
部
員
募
集

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

在
宅
歯
科
訪
問
を
行
い
ま
す

歯
の
悩
み
解
決
し
ま
す  

〜
成
人
歯
科
相
談
〜

　
介
護
認
定
申
請
を
し
た
方
の
自
宅
、
入

所
施
設
、
病
院
な
ど
に
出
向
き
認
定
調
査

を
行
え
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①�

介
護
支
援
専
門
員
で
あ
る
こ
と
（
専
門

員
資
格
が
有
効
期
間
内
で
あ
る
こ
と
）

②�

認
定
調
査
従
事
者
研
修
を
受
講
済
み
で

あ
る
こ
と

　
考
え
る
力
、
聞
く
力
、
話
す
力
が
、
生

き
る
力
を
創
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
国

際
社
会
貢
献
と
食
育
活
動
を
中
心
に
世
界

の
朝
食
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、キ
ャ
ン
プ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

20
㎞
ハ
イ
キ
ン
グ
や
水
合
戦
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。

◆
募
集
人
数　
若
干
名

◆
対　
象　
小
学
校
新
３
年
生
〜
６
年
生

◆
活
動
日　
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ

　
東
浪
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
の
発
生
時
に

備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ 

※
）
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
お
よ
び
ご
家
庭
の
戸
別
受
信
機

か
ら
訓
練
放
送
が
一
斉
放
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
と　
き　
11
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
ご
ろ

　
茂
原
市
長
生
郡
歯
科
医
師
会
の
協
力
に

よ
り
、
寝
た
き
り
や
体
が
不
自
由
で
外
出

で
き
ず
、
歯
科
保
健
指
導
を
受
け
る
機
会

が
な
い
方
に
在
宅
歯
科
訪
問
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方

・
障
害
な
ど
に
よ
り
外
出
困
難
な
方

※�

介
護
保
険
法
に
よ
る
歯
科
部
門
の
居
宅

療
養
管
理
指
導
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方
お
よ
び
施
設
入
所
者
は
除
き
ま

す
。

　
歯
科
衛
生
士
が
完
全
予
約
制
で
個
別
指

導
し
ま
す
。
普
段
、
歯
や
歯
肉
、
口
腔
内

に
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
、
歯
や
口
に

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
対
象
者　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

◆
と　
き　
平
成
29
年
１
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
検
査
内
容

①�

口
腔
ケ
ア
お
よ
び
入
れ
歯
の
清
掃
な
ど

の
歯
科
保
健
指
導

②�

歯
周
病
、
む
し
歯
な
ど
に
対
す
る
応
急

処
置

③
往
診
歯
科
医
療
の
必
要
性
の
把
握

※�

町
内
の
協
力
歯
科
医
師
が
訪
問
し
ま

す
。

◆
費　
用

　
１
年
に
１
回
限
り
で
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
以
後
の
治
療
が
必
要
な

場
合
は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

一
宮
藩
に
ま
つ
わ
る
資
料
・
情
報
を
探
し
て
い
ま
す

文
化
財
講
座
「
戦
国
大
名
北
条
氏
と
上
総
一
宮
地
域
」

　
江
戸
時
代
に
一
宮
地
域
を
治
め
た
一
宮

藩
に
つ
い
て
調
査
し
て
お
り
、
一
宮
藩
・

加
納
家
に
ま
つ
わ
る
資
料
・
情
報
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

　
ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
、
う
か
が
っ

た
お
話
の
内
容
の
扱
い
に
は
、
十
分
配
慮

　

戦
国
時
代
の
天
正
年
間
初
期

（
１
５
７
３
～
１
５
７
７
）
の
一
宮
を
め

ぐ
る
戦
乱
、
小
田
原
の
北
条
氏
に
よ
る
一

宮
侵
攻
に
つ
い
て
、
戦
国
大
名
北
条
氏
の

視
点
か
ら
、
そ
の
意
義
や
そ
こ
に
関
わ
る

北
条
一
族
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
そ
の
他
一
宮
の
歴
史
に
関
わ
る
情
報
も

大
歓
迎
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
と　
き　
12
月
3
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
生
活
研
修
室

◆
講　
師　
石
渡
洋
平
氏（
千
葉
県
文
書
館
）

※
入
場
無
料
、
申
込
み
不
要

③�

介
護
認
定
調
査
に
出
向
く
自
家
用
車
が

確
保
で
き
、
運
転
免
許
証
を
所
有
し
て

い
る
こ
と

◆
募
集
人
員　
若
干
名

◆
委
託
料　

　
調
査
１
件
に
つ
き
４
５
０
０
円

◆
募
集
期
間　
随
時

◆
参
加
費　
１
ヶ
月
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

�

別
途
年
間
保
険
料
４
０
０
円

が
必
要
で
す
。

※�

住
所
、
保
護
者
と
小
学
生
の
氏
名
、
学

年
、
年
齢
、
電
話
番
号
とem

ail

ア

ド
レ
ス
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
gakkou@town.ichinom

iya.chiba.jp

◆
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。」
×
３

　
「
こ
ち
ら
は
防
災
い
ち
の
み
や
で
す
。」

※�

Ｊ
－
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か

ら
市
区
町
村
へ
、
瞬
時
に
お
知
ら
せ
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▲ 鶴岡タケさん ▲ 有村ヲトギクさん

ご長寿おめでとうございます
100 歳を迎えられた鶴岡タケさん（11 区）と

有村ヲトギクさん (16 区 ) のもとを町長が訪問し
記念品を贈呈しました。
いつまでもお元気でお過ごしください。

９月 17 日、一宮川で親子ハゼ釣り大会（青少
年相談員主催・スポーツ推進委員協力）が行われ、
22チーム・63人が参加して、釣果を競いました。
川沿いに各チームが散らばって競技開始。また、

川の周辺のゴミ拾いも行い、自然に親しみ、のん
びりと川釣りを楽しみました。
結果　優勝　鶴岡ファミリー
　　　２位　菊地ファミリー
　　　３位　斉藤ファミリー

たくさん釣れたかな？
～第 13 回親子ハゼ釣り大会開催～

▲ 上位 3チーム（左から）斉藤・鶴岡・菊池ファミリー

◆
内　
容

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
個
別
指
導
（
歯
科

相
談
・
粘
膜
・
入
れ
歯
の
状
態
・
か
み
合

わ
せ
の
具
合
・
歯
の
汚
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
・

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・
そ
の
他
）

◆
持
ち
物　
普
段
使
用
し
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

◆
費　
用　
無
料

※
要
予
約

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め
切
り

ま
す
。
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児
童
虐
待
と
は

　
親
な
ど
の
保
護
者
が
、
児
童
（
18
歳
未

満
）
に
対
し
て
身
体
的
虐
待
な
ど
の
行
為

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
の
成
長
お
よ

び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
悪
影
響
を
与
え

る
行
為
を
い
い
ま
す
。

児
童
虐
待
の
定
義

　
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
次
の
４
つ
の

行
為
を
「
児
童
虐
待
」
と
し
て
禁
止
し
て

い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待

　

�

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く

揺
さ
ぶ
る
こ
と
な
ど

○
養
育
の
怠
慢
・
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

�

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

○
性
的
虐
待

　

�

性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間
で

の
差
別
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）

な
ど

　
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

を
発
見
し
た
ら
、
通
告
窓
口
に
す
ぐ
に
通

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
通
告
が

児
童
の
命
を
救
い
ま
す
！

※�

通
告
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
通
告
者
や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
楽
し
く
安
全
な
遊
び
を
し
な
が
ら
、
保

育
所
で
は
お
子
さ
ま
の
成
長
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
、お
気
軽
に
希

望
す
る
保
育
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

映
画
会
・
誕
生
会
に

　
親
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

映
画
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
12
月
16
日
（
金
）
一
宮
保
育
所

　
　
『
日
本
の
お
と
ぎ
ば
な
し
』
他

　
12
月
21
日
（
水
）
原
保
育
所

　
　
『
山
の
太
郎
グ
マ
』
他

誕
生
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
12
月
15
日
（
木
）
原
保
育
所

　
12
月
21
日
（
水
）
一
宮
保
育
所

※
要
予
約

庭
を
開
放
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
の
庭
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
す
べ

り
台
・
ぶ
ら
ん
こ
・
ボ
ー
ル
や
砂
場
遊
び

玩
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
天
気
の
良
い

日
は
体
操（
10
時
前
後
）も
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

◆
と　
き　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
予
約
不
要

親
子
で
遊
び
ま
せ
ん
か
♪

原
保
育
所
親
子
教
室
「
ひ
よ
こ
組
」

　
育
児
・
栄
養
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

そ
う
だ
ん
ご
と

お

知

ら

せ

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

町
立
保
育
所
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

人  
権  
行  
政  

相  

談

◆
と　
き　
12
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
集
団
指
導
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

◆
と　
き　
12
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
図
書
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
要
予
約　
一
人
20
分

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

ぜ
ひ
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
12
月
6
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
『
～
キ
ラ
キ
ラ
ク
リ
ス
マ
ス
～
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
』

　
12
月
20
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
『
サ
ン
タ
が
や
っ
て
き
た
!?
』

◆
と
こ
ろ　
原
保
育
所

※
要
予
約

※
駐
車
場
10
台
可
能

※�

お
申
し
込
み
は
前
日
ま
で
に
原
保
育
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。
保
育
所
入
所
前
の

お
子
さ
ま
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

子
育
て
相
談
室
「
コ
ア
ラ
組
」

◆
と　
き　
12
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　
一
宮
保
育
所

※�

要
予
約

絵
本
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
絵
本
の
貸
出
を
し
ま
す
。

　
子
ど
も
達
は
絵
本
が
大
好
き
で
す
。
絵

本
は
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
小
さ
い
頃
に
見
た
絵
本
は
一
生

の
宝
物
。

【
12
月
の
テ
ー
マ
】「
あ
た
た
か
い
贈
り
物
」

　
マ
フ
ラ
ー
・
セ
ー
タ
ー
な
ど
あ
た
た
か

い
品
が
う
れ
し
い
季
節
で
す
ね
♪
読
む
だ

け
で
体
と
心
が
ほ
ん
わ
か
温
か
く
な
る
か

な
？
ぜ
ひ
、
保
育
所
に
探
し
に
来
て
く
だ

さ
い
。

◆
と　
き　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　
各
保
育
所
玄
関
ホ
ー
ル

※
予
約
不
要

　
在
宅
の
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

「
お
お
ぞ
ら
」
は
愛
光
保
育
園
内
に
あ
る

子
育
て
支
援
館
で
す
。
お
弁
当
も
食
べ
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　
月
～
金
曜
日　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
正
午
～
午
後
1
時　

食

事
前
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。）

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
要
予
約
）

※
予
約
は
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

○
マ
マ
ス
ク
ー
ル
（
離
乳
食
試
食
会
）

（
5
ヶ
月
～
）

　
12
月
7
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

○
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー（
0
歳
児
～
）

　
12
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

○
年
末
年
始
休
館　
12
月
29
日
～
1
月
4
日

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

　
　
　
　
　
　
☎
�
７
４
２
４

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
一
宮
保
育
所　
　
☎
�
３
２
１
１

　
原
保
育
所　
　
　
☎
�
２
５
１
４

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
お
車

で
の
来
所
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

町  

長  

室  

開  

放  

日

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

町
政
に
対
す
る
提
言・要
望・意
見
な
ど「
生

の
声
」を
直
接
、町
長
が
お
聴
き
し
ま
す
。

◆
と　
き　
12
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
要
予
約　
一
人
30
分

【
問
合
せ
】

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
☎
�
２
１
１
３

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す
！

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い

社
会
を

千
葉
県
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

　
11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
」
で
す
。

　
夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の

な
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　
千
葉
県
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
３
（
２
０
６
）
８
０
０
２

（
24
時
間
対
応
）

　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
１
５

　
（
平
日 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
が
10
月
１
日
か

ら
時
間
額
８
４
２
円
（
従
来
の
８
１
７
円

か
ら
25
円
引
上
げ
）に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
千
葉
労
働
局
労
働
準
備
部
賃

金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://chiba-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp

【
問
合
せ
】

　
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
４
３
（
２
２
１
）
２
３
２
８

自
動
車
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
中

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

『
自
動
車
税
滞
納
は
見
逃
し
ま
せ
ん
！
』

　
千
葉
県
は
、
自
動
車
税
の
未
納
額
の
縮

減
の
た
め
、
11
月
か
ら
3
月
ま
で
を
滞
納

整
理
強
化
期
間
と
し
、
給
与
・
預
金
・
自

動
車
な
ど
の
差
押
え
を
一
層
強
化
し
ま

す
。

　
自
動
車
税
を
納
め
て
い
な
い
方
は
、
至

急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
千
葉
県
茂
原
県
税
事
務
所
収
税
課　

　
☎
�
１
７
２
１

　
茂
原
県
税
事
務
所
大
多
喜
支
所

　
☎
０
４
７
０
�
２
２
１
４

　
千
葉
県
総
務
部
税
務
課

　
☎
０
４
３
（
２
２
３
）
２
１
２
７

◆
と　
き　
12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付　
午
前
10
時
30
分
～
）

◆
と
こ
ろ　
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

�

長
生
合
同
庁
舎
４
階　
大
会

議
室

　
　
　
　
　
（
茂
原
市
茂
原
１
１
０
２
－
１
）

◆
定　
員　
40
人

◆
内　
容　

�

犬
の
習
性
な
ど
の
講
義
モ
デ

ル
犬
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

◆
受
講
料　
無
料

※
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
５
１
６
７

【
通
告
窓
口
】

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

・
福
祉
健
康
課　
　
　
　
☎
�
１
４
１
５

・
東
上
総
児
童
相
談
所　
☎
�
１
７
３
３

・
長
生
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
地
域
保
健
福
祉
課　
☎
�
５
１
６
７

・
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　
（
24
時
間
・
３
６
５
日
対
応
）

　
☎
０
４
３
（
２
５
２
）
１
１
５
２

▲ 差押え自動車の引揚げ例
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一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集
し
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
29
年
４

月
１
日
付
で
採
用
す
る
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
試 

験 

日　
12
月
４
日
（
日
）

◆
受
付
期
限　
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

◆
職　
種　
社
会
福
祉
協
議
会　
一
般
事
務

◆
採
用
人
数　
１
人

◆
受
験
資
格

・
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

・
普
通
自
動
車
第
１
種
運
転
免
許

◆
申
込
方
法　
　

　
次
の
書
類
（
①
～
③
は
必
須
）
を
持
参

す
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
と
し
、
写
真

添
付
）

②�

社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
証
明
書
の
写

し
、
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

取
得
見
込
証
明
書

③�

運
転
免
許
証
の
写
し

④�

社
会
福
祉
士
国
家
資
格
取
得
者
は
社
会

福
祉
士
登
録
証
の
写
し

※�

詳
し
い
こ
と
は
、一
宮
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://www.ichinomiya-shakyo.or.jp/

【
問
合
せ
】

　
社
会
福
祉
法
人
一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
�
３
４
２
４

ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則あいにくの空模様の中、大勢の方に足を運んでいただきました。今回は、そのフェスティバルの
模様をご紹介します。

≪開催の目的≫
一宮町社会福祉協議会および一宮町ボランティアセンターは、地域福祉の推進をはかり、ボラン

ティア窓口として様々な活動を行っています。「一宮町ボランティア福祉フェスティバル」をきっ
かけにその活動を広く町民の皆さんに知っていただくこと。そして、地区社会福祉協議会およびボ
ランティアセンター登録団体、地元企業、地域住民の協力のもとに参加者がふれあい、お年寄りも
子供も、障がいのある方もない方もみんなでふれあい、交流の輪を広げようをテーマに地域の人々
の絆が作れることを目的としています。

≪福祉施設・企業のみなさんによる出店≫
一宮町地域支援ネットワーク協力事業者や町内福祉施設からも多くの出店をいただきました。

≪ボランティアセンター登録団体等による出店≫
一宮町ボランティアセンター登録団体など多くの出店がありました。

≪アトラクションコーナー≫ ≪ミニ SL ＆縁日コーナー≫

～　お知らせ　～
一宮町ボランティアセンターキャラクター
一宮ボっくん寄付金付きボールペン　1 本 200 円
一宮ボっくん寄付金付きミニタオル　1 枚 300 円

好評発売中！！

お買い求めは
一宮町社会福祉協議会で

「第３回一宮町ボランティア福祉フェスティバル」にご来場いただきありがとうございました。

№ 18

『
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
♪
』

〜
ク
リ
ス
マ
ス
会
〜

た
ま
ひ
よ
部

　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な
ど

を
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
ク
リ
ス
マ
ス

♪
お
子
さ
ん
の
お
友
達
作
り
や
保
護
者
の

方
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

◆
と　
き　
12
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
大
会
議
室

◆
持
ち
物　

�

３
０
０
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
（
希
望
者
の
み
）

※�

男
の
子
グ
ル
ー
プ
、女
の
子
グ
ル
ー
プ
、

大
人
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
の
交
換
と
な

り
ま
す
。

◆
参
加
費　
親
子
１
組
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
お
茶
・
ケ
ー
キ
付
き
）

※
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　
１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
藤
井

　
☎
０
９
０
（
７
７
２
０
）
６
０
７
０

　
yyssm

-f@
i.softbank.jp

　
あ
ん
よ
前
の
ベ
ビ
ー
と
マ
マ
、
妊
婦
さ

ん
を
対
象
に
み
ん
な
で
お
茶
を
し
な
が
ら

楽
し
く
活
動
中
で
す
。

12
月「
心
の
大
掃
除
ス
ッ
キ
リ
し
ち
ゃ
お
う
！
」

　
あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
。
今
年
は
ど
ん

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
？
ベ
ビ
ー
の
こ

と
、マ
マ
の
こ
と
、家
族
の
こ
と
。
良
か
っ

た
こ
と
も
悪
か
っ
た
こ
と
も
全
部
出
し
て

心
の
大
掃
除
を
し
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
！

　
支
援
室
で
は
お
昼
ご
飯
も
食
べ
ら
れ
ま

す
の
で
た
ま
ひ
よ
の
後
は
お
弁
当
を
持
ち

寄
っ
て
み
ん
な
で
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

◆
と　
き　
12
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　
東
浪
見
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
支
援
室
「
し
お
か
ぜ
」

◆
参
加
費　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
マ
ミ
ー
ウ
ェ
イ
・
富
澤

　
☎
０
５
０
（
３
５
７
７
）
１
３
３
５

　
mommyway.ichinomiya@gmail.com

ふ
る
さ
と
ば
ん
ど
第
32
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
ふ
る
さ
と
ば
ん
ど
」で
は
第
32
回
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
当

日
、
一
宮
小
学
校
金
管
部
の
皆
さ
ん
も
友

情
出
演
の
予
定
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
11
月
27
日
（
日
）
午
後
２
時
～

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
大
会
議
室

◆
曲　
目

第
Ⅰ
部

・�「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
チ
と
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
（
１
９
６
４
）」

・�「
朝
鮮
民
謡
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
」

・�「
組
曲
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
「
闘
牛
士
の

歌
」、「
ハ
バ
ネ
ラ
」
他

・�「
熊
本
へ
の
哀
歌
」（
団
員
作
曲
、
本
邦

初
演
）

第
Ⅱ
部

・�「
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
～
フ
ル
ー
ト
と

バ
ン
ド
の
た
め
の
」

・�「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
Ⅹ
～

時
代
劇
絵
巻
」

・�「
ビ
ー
ト
ル
ズ
・
メ
ド
レ
ー
」

・�「
サ
ザ
エ
さ
ん
ア
ラ
カ
ル
ト
」
他

【
問
合
せ
】

　
ふ
る
さ
と
ば
ん
ど
・
河
野

　
☎
�
５
３
３
０
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　覚醒剤や麻薬、大麻、危険ドラッ
グなどの薬物は、１回の使用でも乱
用にあたり、健康に悪い影響を及ぼ
します。そして、薬物依存になると、
不安、被害妄想などの症状が現れ、
幻覚や妄想によって重大な犯罪を引
き起こすこともあり、健康だけでな
く、周りに計り知れない害悪をもた
らします。
　始めは薬物による恐ろしさを知ら
ず、ちょっとした好奇心から安易に
使用するケースがほとんどです。依
存度が非常に高く、ひとたび始める
と止められなくなるため、絶対に
使ってはいけません。
　また、薬物の所持、譲渡、栽培な
ども重大な犯罪です。乱用だけでな
く、周辺行為も絶対に関わってはい
けません。
　乱用や、周辺行為についての連絡・
通報は、長生健康福祉センター
（22-5167）または、一宮幹部交番
（42-2121）まで。

　町民の総合的な健康づくりを審議、推進するために一宮町健康づくり推進協議会を設置して
います。任期満了に伴い、協議会委員を公募します。

 違法薬物はダメ！ゼッタイ！ 

 健康づくり推進協議会委員を募集します 

保健センターだより
保健センター ※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。

　詳しくは保健センターにお問い合わせください。

【問合せ】  福祉健康課  ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事12月
名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

2 歳 児 歯 科 健 診
2 日 （金）

受付 13：00〜 13：15 平成 26年 9月生まれ

保

健

セ

ン

タ

ー

3 歳 児 健 診 受付 13：15〜 14：00 平成 25年 7月～ 9月生まれ

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 7 日 （水） 9：00 ～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

親 子 ふ れ あ い 教 室 9 日 （金）

9 ： 30 〜 10 ： 30 あそびの教室
1歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10 ： 45 〜 11 ： 45 あそびの教室
0歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

乳 児 相 談 14 日 （水） 受付 13：15 〜 14：00
4ヶ月児・7ヶ月児・12ヶ月児
※ 7ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります。

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会 16 日 （金） 受付 9：20 〜 9 ：30 町内在住の希望者

※お問い合わせください

献 血 19 日 （月） 受付 10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 希望者（ご協力をお願いします）

あ そ び の 広 場

1 日 （木） ・ 5 日 （月） ・ 8 日 （木）
12 日 （月） ・ 15 日 （木） ・ 16 日 （金）
19 日 （月） ・ 21 日 （水） ・ 22 日 （木）
26 日 （月） ・ 27 日 （火）

9 ：30 〜 12：00
13：00 〜 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
27 日（火）10：30~11：30　ボランティア「ゆりかご」
ボランティア「赤とんぼの会」による絵本の読み聞かせはお休みです。

け ん こ う 運 動 教 室

2 日 （金）

受付 13：15 〜 13：30

65 歳以上の希望者（筋力アップ体操）

保健センター

5 日 （月） 〃 （筋力アップ体操）

9 日 （金） 〃 （リズム体操）

21 日 （水） 〃 （バランスアップ体操）

東浪見けんこう運動教室
12 日 （月）

受付 9：45 〜 10：00
65 歳以上の希望者（レクリエーション）

東 浪 見
コミュニティ
セ ン タ ー

22 日 （木） 〃 （ワハハ！時間）

▲ こんな健康被害が起こるうえ、社会への害悪も計り知れません
厚生労働省資料「薬物の乱用はあなたとあなたの周りの社会をダメにします！」より抜粋

◆応募資格
　町内に住所を有する、20 歳以上の方で、
平日の昼間に開催する会議に出席できる方
◆募集人数　２人以内
◆任　　期　２年（平成 29年１月 20日～
　　　　　　　　　平成 31年１月 19日）
◆応募締切　12月 12日（月）まで
※当日消印有効
◆応募方法
　保健センター内の福祉健康課健康グループ
の窓口または、町ホームページの「一宮町健
康づくり推進協議会委員応募用紙」に必要事
項を記入のうえ、持参・郵送・ＦＡＸまたは
メールで提出してください。

◆選考結果発表
　郵送により本人に通知します。
◆その他
　①提出された申込書は返却しません。
　②�申込書に記載された情報は、審査の目的

のため以外には使用しません。
　※情報非公開

【問合せ・応募先】
　福祉健康課
　☎（40）１０５５
　5（40）１０５６
　  health@town.ichinomiya.chiba.jp



●ゴミ収集コース
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　３コース（綱田〜新熊・新浜）
休：�休日当番医（9：00 〜 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ

するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。
（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）
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今月の納期
期日までに納めましょう。 プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000

直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 〜翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

☎（24）1010 （茂原消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・診療時間 20：00 〜 23：00
※ 20：00 前の急病などは、消防本部☎（24）0119 へ

夜間急病診療テレフォン案内  ☎（24）1011 （19：00 〜翌朝６：00）

こども急病電話相談

夜間急病診療所

固 定 資 産 税（第 ３ 期）
国民健康保険税（第 ６ 期）
介 護 保 険 料（第 ６ 期）
後期高齢者医療保険料（第 ６ 期）
12月26日（月）

いちのみや
広報カレンダー 2016

いちのみや 1212
※カレンダーは12月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 燃 え る

ゴ 　 ミ
人権行政相談 文化財講座

4 5 6 7 8 9 10 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 長島医院
☎（42）8800

親子教室「ひよこ組」 町長室開放日
子育て相談室「コアラ組」
定例議会

11 12 13 14 15 17 16 17 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 よねもと整形外科
☎（40）1065
18 19 20 21 22 23 24 燃 え る

ゴ 　 ミ

休 いちのみやクリニック
☎（42）1616

法律相談
親子教室「ひよこ組」

心配ごと相談
小・中学校終業式

休 K・Iクリニック
☎（42）7575

25 26 27 28 29 30 31

休 秋場医院
☎（42）3323

官公庁仕事納め

休 睦沢診療所
☎（44）2236

３コース
燃えないゴミ

１コース
粗大ゴミ

２コース
粗大ゴミ

１コース
燃えないゴミ

２コース
燃えないゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

３コース
粗大ゴミ

１コース
資源ゴミ

２コース
資源ゴミ

３コース
資源ゴミ

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

年末年始休業（1/3まで）

町の図書室休


